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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月20日(2011.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　６週間を超える期間、非ヒト温血動物における外部寄生生物の外寄生を予防または処置
する方法であって、
　外部寄生生物駆除剤を含む組成物を該外部寄生生物駆除剤の通常用量の約１．５～６倍
の用量で該温血動物に局所投与する工程を包含する、方法。
【請求項２】
　前記期間は８～２０週間である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾン、フィプロニル、イミダクロプリド、ピリプ
ロール、ジノテフラン、またはそれらの混合物である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記動物はイヌまたはネコである、請求項１、２、または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾンである、請求項１～４のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項６】
　前記動物はイヌであり、前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約３５～１２０ｍ
ｇである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約３５～１００ｍｇである、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約４０～８０ｍｇである、請求項６に記載
の方法。
【請求項９】
　前記組成物はアミトラズをさらに含む、請求項５～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記動物はネコであり、前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約６０～２４０ｍ
ｇである、請求項５に記載の方法。
【請求項１１】
　前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約７０～１６０ｍｇである、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約８０～１６０ｍｇである、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記外部寄生生物駆除剤はフィプロニルであり、前記用量は体重１ｋｇあたりフィプロ
ニル約１０～５０ｍｇである、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記用量は体重１ｋｇあたりフィプロニル約１５～３５ｍｇである、請求項１３に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記組成物はメトプレンをさらに含む、請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記外部寄生生物駆除剤はイミダクロプリドであり、前記用量は体重１ｋｇあたりイミ
ダクロプリド約１５～６０ｍｇである、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記用量は体重１ｋｇあたりイミダクロプリド約２０～５０ｍｇである、請求項１６に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記組成物はペルメトリンをさらに含む、請求項１６または１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記外部寄生生物駆除剤は、単位用量で、該外部寄生生物駆除剤の通常用量の１．５～
５倍の濃度である、請求項１～１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記組成物は２６％～４０％ｗ／ｖのメタフルミゾンを含む、請求項１～１２のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記組成物は約３０％ｗ／ｖメタフルミゾンを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記組成物の動物体重あたりの体積は０．１ｍｌ／ｋｇ～１ｍｌ／ｋｇである、請求項
１～２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記組成物は架橋剤、界面活性剤、または担体溶媒の少なくとも１つをさらに含む、請
求項１～２２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記組成物は約３０％ｗ／ｖのメタフルミゾン、ジメチルスルホキシド、およびγ－ヘ
キサラクトンを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　重量／体積ベースで、
　（ａ）約５％～約４０％の外部寄生生物駆除剤と、
　（ｂ）約５％～約２５％の架橋剤と、
　（ｃ）約０％～約１５％の界面活性剤と、
　（ｄ）約５％～約８０％の担体溶媒または溶媒混合液と、
　を含む組成物を前記温血動物に局所投与する工程を含み、
　該外部寄生生物駆除剤は該外部寄生生物駆除剤の通常用量の約１．５～５倍の用量であ
る、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項２６】
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾンである、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記組成物はアミトラズをさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記担体溶媒はγ－ヘキサラクトンを含む、請求項２５～２７のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項２９】
　前記担体溶媒はＮ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミドをさらに含む、請求項２８に記載の
方法。
【請求項３０】
　前記担体溶媒は１－メトキシ－２－酢酸プロピルをさらに含む、請求項２８または２９
に記載の方法。
【請求項３１】
　前記担体溶媒はオイカリプトールをさらに含む、請求項２８～３０のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項３２】
　前記架橋剤はジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）である、請求項２５～３１のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項３３】
　重量対体積ベースで、
　（ａ）２６％～約４０％のメタフルミゾンと、
　（ｂ）約４％～約２５％の架橋剤と、
　（ｃ）約０％～約１５％の界面活性剤と、
　（ｄ）約５％～約７０％の担体溶媒または溶媒混合液と、
　を含む、組成物。
【請求項３４】
　メタフルミゾンが重量対体積ベースで約３０％で存在する、請求項３３に記載の組成物
。
【請求項３５】
　前記架橋剤はアルキルメチルスルホキシド、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）、デシ
ルメチルスルホキシド、テトラデシルメチルスルホキシド、ピロリドン、２－ピロリドン
、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）ピロリドン、ラウロカプ
ラム、溶媒、アセトン、ジメチルアセトアミド、ジメチルホルムアミド、およびテトラヒ
ドロフルフリルアルコールからなる群から選択される、請求項３３または３４に記載の組
成物。
【請求項３６】
　前記架橋剤はＬ－アミノ酸、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）、および脂肪酸からな
る群から選択される、請求項３３または３４に記載の組成物。
【請求項３７】
　前記界面活性剤はアルコールアルコキシレート界面活性剤、ノニルフェノールエトキシ
レート、アニオン性またはカチオン性界面活性剤、および非イオン性界面活性剤からなる
群から選択される、請求項３３～３６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３８】
　前記担体溶媒は化合物または組成物とともに投与される希釈剤、補助薬、賦形剤、防腐
剤、およびビヒクルからなる群から選択される、請求項３３～３７のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項３９】
　前記担体溶媒は石油、動物油、植物油、ピーナッツ油、大豆油、鉱油、およびゴマ油か
らなる群から選択される、請求項３８に記載の組成物。
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【請求項４０】
　前記担体溶媒はγ－ヘキサラクトンを含む、請求項３８に記載の組成物。
【請求項４１】
　Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド、オイカリプトール、ジメチルイソソルビド、アジ
ピン酸ジイソプロピル、および１－メトキシ－２－酢酸プロピルからなる群から選択され
た第２の担体溶媒をさらに含む、請求項４０に記載の組成物。
【請求項４２】
　重量対体積ベースで、２７％～４０％メタフルミゾン、約１０％の架橋剤ジメチルスル
ホキシド、および約４５％～約６０％の担体溶媒γ－ヘキサラクトンを含む、請求項３３
に記載の組成物。
【請求項４３】
　メチルパラベン、プロピルパラベン、チメロソール（ｔｈｉｍｅｒｏｓｏｌ）、および
ＥＤＴＡからなる群から選択された防腐剤をさらに含む、請求項３３～４２のいずれか１
項に記載の組成物。
【請求項４４】
　高分子剤をさらに含む、請求項３３～４３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項４５】
　前記外部寄生生物駆除剤は１００～５００ｍｇ／ｍｌの濃度で存在する、請求項３３～
４４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項４６】
　前記組成物の全体積は約１３ｍｌ未満である、請求項３３～４５のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項４７】
　コロイド状二酸化シリコン、エチルセルロース、メチルセルロース、メタクリル酸エス
テル共重合体、カルボキシル化酢酸ビニルターポリマー、ポリビニルプロピレン（ＰＶＰ
）／酢酸ビニル共重合体、ポリビニルメチルエーテル、ポリ（ビニルメチルエーテル／無
水マレイン酸、ポリビニルメチルエーテル／無水マレイン酸共重合体のエチルまたはブチ
ルエステル、ならびにＰＶＭ／ＭＡ共重合体のエチルまたはブチルエステルからなる群か
ら選択された高分子剤をさらに含む、請求項３３～４６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項４８】
　アミトラズをさらに含む、請求項３３～４７いずれか１項に記載の組成物。
【請求項４９】
　温血動物における外部寄生生物の外寄生を予防または処置するためのキットであって、
　重量／体積ベースで、
　（ａ）約５％～約４０％の外部寄生生物駆除剤と、
　（ｂ）約５％～約２５％の架橋剤と、
　（ｃ）約０％～約１５％の界面活性剤と、
　（ｄ）約５％～約８０％の担体溶媒または溶媒混合液と、
　を含む外部寄生生物駆除剤の局所単位用量製剤を含み、
　該単位用量は該外部寄生生物駆除剤の通常用量と比較して約１．５～５倍の量の外部寄
生生物駆除剤を含む、キット。
【請求項５０】
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾン、フィプロニル、イミダクロプリド、ピリプ
ロール、ジノテフラン、またはそれらの混合物である、請求項４９に記載のキット。
【請求項５１】
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾンであり、前記動物はイヌであり、前記単位用
量は前記組成物を投与する該イヌの体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約３０ｍｇ～約１２
０ｍｇを含む、請求項５０に記載のキット。
【請求項５２】
　前記製剤はアミトラズをさらに含む、請求項５１に記載のキット。
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【請求項５３】
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾンであり、前記動物はネコであり、前記単回用
量は前記組成物を投与する該ネコの体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約６０ｍｇ～約２４
０ｍｇを含む、請求項５０に記載のキット。
【請求項５４】
　前記外部寄生生物駆除剤はイミダクロプリドであり、前記動物はネコまたはイヌであり
、前記単回用量は前記組成物を投与する該ネコまたは該イヌの体重１ｋｇあたりイミダク
ロプリド約１５ｍｇ～約１００ｍｇを含む、請求項５０に記載のキット。
【請求項５５】
　前記動物はイヌであり、前記製剤はペルメトリンをさらに含む、請求項５４に記載のキ
ット。
【請求項５６】
　前記外部寄生生物駆除剤はフィプロニルであり、前記動物はネコまたはイヌであり、前
記単回用量は前記組成物を投与する該ネコまたは該イヌの体重１ｋｇあたりフィプロニル
約１０ｍｇ～約１００ｍｇを含む、請求項５０に記載のキット。
【請求項５７】
　前記動物はイヌであり、前記製剤はメトプレンをさらに含む、請求項５６に記載のキッ
ト。
【請求項５８】
　前記単位用量は、約６週間を超える期間、前記温血動物において前記外部寄生生物の外
寄生の予防または処置に有効である、請求項４９，～５７のいずれか１項に記載のキット
。
【請求項５９】
　６週間を超える期間にわたり温血動物における外部寄生生物の外寄生を処置または予防
するための局所投与用薬剤の製造において、外部寄生生物駆除剤を含む組成物の使用であ
って、該外部寄生生物駆除剤が該外部寄生生物駆除剤の通常用量の約１．５～６倍の用量
で存在する、使用。
【請求項６０】
　６週間を超える期間にわたり温血動物における外部寄生生物の外寄生を処置または予防
するための、外部寄生生物駆除剤を該外部寄生生物駆除剤の通常用量の約１．５～６倍の
用量で含む局所用組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
　６週間を超える期間、温血動物における外部寄生生物の外寄生を予防または処置する方
法であって、
　外部寄生生物駆除剤を含む組成物を該外部寄生生物駆除剤の通常用量の約１．５～６倍
の用量で該温血動物に局所投与する工程を包含する、方法。
（項目２）
　前記期間は８～２０週間である、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾン、フィプロニル、イミダクロプリド、ピリプ
ロール、ジノテフラン、またはそれらの混合物である、項目１または２に記載の方法。
（項目４）
　前記動物はイヌまたはネコである、項目１、２、または３に記載の方法。
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（項目５）
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾンである、項目１～４のいずれか１項に記載の
方法。
（項目６）
　前記動物はイヌであり、前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約３５～１２０ｍ
ｇである、項目５に記載の方法。
（項目７）
　前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約３５～１００ｍｇである、項目６に記載
の方法。
（項目８）
　前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約４０～８０ｍｇである、項目６に記載の
方法。
（項目９）
　前記組成物はアミトラズをさらに含む、項目５～８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１０）
　前記動物はネコであり、前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約６０～２４０ｍ
ｇである、項目５に記載の方法。
（項目１１）
　前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約７０～１６０ｍｇである、項目１０に記
載の方法。
（項目１２）
　前記用量は体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約８０～１６０ｍｇである、項目１０に記
載の方法。
（項目１３）
　前記外部寄生生物駆除剤はフィプロニルであり、前記用量は体重１ｋｇあたりフィプロ
ニル約１０～５０ｍｇである、項目１～４のいずれか１項に記載の方法。
（項目１４）
　前記用量は体重１ｋｇあたりフィプロニル約１５～３５ｍｇである、項目１３に記載の
方法。
（項目１５）
　前記組成物はメトプレンをさらに含む、項目１３または１４に記載の方法。
（項目１６）
　前記外部寄生生物駆除剤はイミダクロプリドであり、前記用量は体重１ｋｇあたりイミ
ダクロプリド約１５～６０ｍｇである、項目１～４のいずれか１項に記載の方法。
（項目１７）
　前記用量は体重１ｋｇあたりイミダクロプリド約２０～５０ｍｇである、項目１６に記
載の方法。
（項目１８）
　前記組成物はペルメトリンをさらに含む、項目１６または１７に記載の方法。
（項目１９）
　前記外部寄生生物駆除剤は、単位用量で、該外部寄生生物駆除剤の通常用量の１．５～
５倍の濃度である、項目１～１８のいずれか１項に記載の方法。
（項目２０）
　前記組成物は２６％～４０％ｗ／ｖのメタフルミゾンを含む、項目１～１２のいずれか
１項に記載の方法。
（項目２１）
　前記組成物は約３０％ｗ／ｖメタフルミゾンを含む、項目２０に記載の方法。
（項目２２）
　前記組成物の動物体重あたりの体積は０．１ｍｌ／ｋｇ～１ｍｌ／ｋｇである、項目１
～２１のいずれか１項に記載の方法。
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（項目２３）
　前記組成物は架橋剤、界面活性剤、または担体溶媒の少なくとも１つをさらに含む、項
目１～２２のいずれか１項に記載の方法。
（項目２４）
　前記組成物は約３０％ｗ／ｖのメタフルミゾン、ジメチルスルホキシド、およびγ－ヘ
キサラクトンを含む、項目２３に記載の方法。
（項目２５）
　重量／体積ベースで、
　（ａ）約５％～約４０％の外部寄生生物駆除剤と、
　（ｂ）約５％～約２５％の架橋剤と、
　（ｃ）約０％～約１５％の界面活性剤と、
　（ｄ）約５％～約８０％の担体溶媒または溶媒混合液と、
　を含む組成物を前記温血動物に局所投与する工程を含み、
　該外部寄生生物駆除剤は該外部寄生生物駆除剤の通常用量の約１．５～５倍の用量であ
る、項目１～４のいずれか１項に記載の方法。
（項目２６）
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾンである、項目２５に記載の方法。
（項目２７）
　前記組成物はアミトラズをさらに含む、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　前記担体溶媒はγ－ヘキサラクトンを含む、項目２５～２７のいずれか１項に記載の方
法。
（項目２９）
　前記担体溶媒はＮ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミドをさらに含む、項目２８に記載の方
法。
（項目３０）
　前記担体溶媒は１－メトキシ－２－酢酸プロピルをさらに含む、項目２８または２９に
記載の方法。
（項目３１）
　前記担体溶媒はオイカリプトールをさらに含む、項目２８～３０のいずれか１項に記載
の方法。
（項目３２）
　前記架橋剤はジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）である、項目２５～３１のいずれか１
項に記載の方法。
（項目３３）
　重量対体積ベースで、
　（ａ）２６％～約４０％のメタフルミゾンと、
　（ｂ）約４％～約２５％の架橋剤と、
　（ｃ）約０％～約１５％の界面活性剤と、
　（ｄ）約５％～約７０％の担体溶媒または溶媒混合液と、
　を含む、組成物。
（項目３４）
　メタフルミゾンが重量対体積ベースで約３０％で存在する、項目３３に記載の組成物。
（項目３５）
　前記架橋剤はアルキルメチルスルホキシド、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）、デシ
ルメチルスルホキシド、テトラデシルメチルスルホキシド、ピロリドン、２－ピロリドン
、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）ピロリドン、ラウロカプ
ラム、溶媒、アセトン、ジメチルアセトアミド、ジメチルホルムアミド、およびテトラヒ
ドロフルフリルアルコールからなる群から選択される、項目３３または３４に記載の組成
物。
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（項目３６）
　前記架橋剤はＬ－アミノ酸、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）、および脂肪酸からな
る群から選択される、項目３３または３４に記載の組成物。
（項目３７）
　前記界面活性剤はアルコールアルコキシレート界面活性剤、ノニルフェノールエトキシ
レート、アニオン性またはカチオン性界面活性剤、および非イオン性界面活性剤からなる
群から選択される、項目３３～３６のいずれか１項に記載の組成物。
（項目３８）
　前記担体溶媒は化合物または組成物とともに投与される希釈剤、補助薬、賦形剤、防腐
剤、およびビヒクルからなる群から選択される、項目３３～３７のいずれか１項に記載の
組成物。
（項目３９）
　前記担体溶媒は石油、動物油、植物油、ピーナッツ油、大豆油、鉱油、およびゴマ油か
らなる群から選択される、項目３８に記載の組成物。
（項目４０）
　前記担体溶媒はγ－ヘキサラクトンを含む、項目３８に記載の組成物。
（項目４１）
　Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド、オイカリプトール、ジメチルイソソルビド、アジ
ピン酸ジイソプロピル、および１－メトキシ－２－酢酸プロピルからなる群から選択され
た第２の担体溶媒をさらに含む、項目４０に記載の組成物。
（項目４２）
　重量対体積ベースで、２７％～４０％メタフルミゾン、約１０％の架橋剤ジメチルスル
ホキシド、および約４５％～約６０％の担体溶媒γ－ヘキサラクトンを含む、項目３３に
記載の組成物。
（項目４３）
　メチルパラベン、プロピルパラベン、チメロソール（ｔｈｉｍｅｒｏｓｏｌ）、および
ＥＤＴＡからなる群から選択された防腐剤をさらに含む、項目３３～４２のいずれか１項
に記載の組成物。
（項目４４）
　高分子剤をさらに含む、項目３３～４３のいずれか１項に記載の組成物。
（項目４５）
　前記外部寄生生物駆除剤は１００～５００ｍｇ／ｍｌの濃度で存在する、項目３３～４
４のいずれか１項に記載の組成物。
（項目４６）
　前記組成物の全体積は約１３ｍｌ未満である、項目３３～４５のいずれか１項に記載の
組成物。
（項目４７）
　コロイド状二酸化シリコン、エチルセルロース、メチルセルロース、メタクリル酸エス
テル共重合体、カルボキシル化酢酸ビニルターポリマー、ポリビニルプロピレン（ＰＶＰ
）／酢酸ビニル共重合体、ポリビニルメチルエーテル、ポリ（ビニルメチルエーテル／無
水マレイン酸、ポリビニルメチルエーテル／無水マレイン酸共重合体のエチルまたはブチ
ルエステル、ならびにＰＶＭ／ＭＡ共重合体のエチルまたはブチルエステルからなる群か
ら選択された高分子剤をさらに含む、項目３３～４６のいずれか１項に記載の組成物。
（項目４８）
　アミトラズをさらに含む、項目３３～４７いずれか１項に記載の組成物。
（項目４９）
　温血動物における外部寄生生物の外寄生を予防または処置するためのキットであって、
　重量／体積ベースで、
　（ａ）約５％～約４０％の外部寄生生物駆除剤と、
　（ｂ）約５％～約２５％の架橋剤と、
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　（ｃ）約０％～約１５％の界面活性剤と、
　（ｄ）約５％～約８０％の担体溶媒または溶媒混合液と、
　を含む外部寄生生物駆除剤の局所単位用量製剤を含み、
　該単位用量は該外部寄生生物駆除剤の通常用量と比較して約１．５～５倍の量の外部寄
生生物駆除剤を含む、キット。
（項目５０）
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾン、フィプロニル、イミダクロプリド、ピリプ
ロール、ジノテフラン、またはそれらの混合物である、項目４９に記載のキット。
（項目５１）
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾンであり、前記動物はイヌであり、前記単位用
量は前記組成物を投与する該イヌの体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約３０ｍｇ～約１２
０ｍｇを含む、項目５０に記載のキット。
（項目５２）
　前記製剤はアミトラズをさらに含む、項目５１に記載のキット。
（項目５３）
　前記外部寄生生物駆除剤はメタフルミゾンであり、前記動物はネコであり、前記単回用
量は前記組成物を投与する該ネコの体重１ｋｇあたりメタフルミゾン約６０ｍｇ～約２４
０ｍｇを含む、項目５０に記載のキット。
（項目５４）
　前記外部寄生生物駆除剤はイミダクロプリドであり、前記動物はネコまたはイヌであり
、前記単回用量は前記組成物を投与する該ネコまたは該イヌの体重１ｋｇあたりイミダク
ロプリド約１５ｍｇ～約１００ｍｇを含む、項目５０に記載のキット。
（項目５５）
　前記動物はイヌであり、前記製剤はペルメトリンをさらに含む、項目５４に記載のキッ
ト。
（項目５６）
　前記外部寄生生物駆除剤はフィプロニルであり、前記動物はネコまたはイヌであり、前
記単回用量は前記組成物を投与する該ネコまたは該イヌの体重１ｋｇあたりフィプロニル
約１０ｍｇ～約１００ｍｇを含む、項目５０に記載のキット。
（項目５７）
　前記動物はイヌであり、前記製剤はメトプレンをさらに含む、項目５６に記載のキット
。
（項目５８）
　前記単位用量は、約６週間を超える期間、前記温血動物において前記外部寄生生物の外
寄生の予防または処置に有効である、項目４９，～５７のいずれか１項に記載のキット。
（項目５９）
　６週間を超える期間にわたり温血動物における外部寄生生物の外寄生を処置または予防
するための局所投与用薬剤の製造において、外部寄生生物駆除剤を含む組成物の使用であ
って、該外部寄生生物駆除剤が該外部寄生生物駆除剤の通常用量の約１．５～６倍の用量
で存在する、使用。
（項目６０）
　６週間を超える期間にわたり温血動物における外部寄生生物の外寄生を処置または予防
するための、外部寄生生物駆除剤を該外部寄生生物駆除剤の通常用量の約１．５～６倍の
用量で含む局所用組成物。
　本発明の他の目的、特徴、および利点は、以下の詳細な記載により明らかとなる。しか
しながら、詳細な記載および具体例は単なる例示を目的として本発明の好適な実施形態を
示すものであり、この詳細な記載により当業者には本発明の精神および範囲内での各種変
更および改変が明白であることは言うまでもない。
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